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研究成果の概要（和文）：前立腺癌細胞株の薬物療法感受性と遺伝子発現プロファイルの違いの関連について解
析、FGF-FGFRファミリーおよびその関連分子群を中心に、注目した分子群について臨床検体での解析を進めた。
FGF19は、非癌症例、HSPC症例に比較してCRPC症例において有意に高値であり、病勢進行と血清濃度との関連は
腎細胞癌および尿路上皮癌症例に比較して著明にみられた。また、薬物療法への奏効とFGF19濃度の低下との間
に関連が示唆された。PRL1は根治的前立腺全摘除術組織標本での解析において再発症例での高発現を認め、ま
た、CRPCや 高悪性度症例での高発現を認めた。

研究成果の概要（英文）：We analyzed the relationship between the chemosensitivity and gene 
expression profile in prostate cancer. We focused on the FGF-FGFR families and related molecules, 
and analyzed the clinical specimens of molecules of interest.
FGF19 was significantly higher in CRPC cases than in non-cancer cases and HSPC cases. Serum 
concentrations of FGF19 were correlated with disease progression in patients with CRPC. In addition,
 it was suggested that there was a correlation between response to chemo therapy and decrease of 
FGF19 concentration. And also, PRL1 showed high expression in relapsed cases in radical 
prostatectomy tissue specimens. In addition, PRL1 showed high expression in CRPC and high grade 
cases.

研究分野：前立腺癌
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  １版



研究成果報告内容 

 

所属研究機関名称：独立行政法人国立病院機構東広島医療センター(臨床研究部)  

 

研究代表者： 

部局：診療部 

職：泌尿器科医師 

氏名：正路 晃一 

 

研究種目名：若手研究(B) 

 

課題番号：15K20094  

 

研究課題名：去勢抵抗性前立腺癌における FGFR2IIIbを用いた新規治療戦略の

開発 

 

補助事業期間：平成 27年度~平成 29年度  

 

研究実績の概要： 

①前立腺癌細胞株の薬物療法感受性と遺伝子発現プロファイルの違いの関連に

ついて解析、Fibroblast Growth Factor(FGF)-FGF receptor (FGFR)ファミリー

およびその関連分子群を中心に、注目した分子群について臨床検体での解析を

進めた。 

②FGF-FGFRファミリーのうち内分泌性 FGFサブファミリーである FGF19、FGF21、

FGF23 について、去勢抵抗性前立腺癌(CRPC)症例における血清濃度を測定、非癌

症例、ホルモン感受性前立腺癌(HSPC)や腎細胞癌、尿路上皮癌症例における血

清濃度と比較した。FGF19 は、非癌症例、HSPC 症例に比較して CRPC 症例におい

て有意に高値であり、病勢進行と血清濃度との関連は腎細胞癌および尿路上皮

癌症 例に比較して著明にみられた。また、薬物療法への奏効と FGF19 濃度の低

下との間に関連が示唆された。本研究において、それぞれの癌種における臨床

病理学的因子および血液生化学所見と FGF ファミリー血清濃度の関連について

も解析し、その過程で新たに得られた臨床病理学的背景と予後との関連につい



て論文発表した。 

③CAST library の解析を経て注目した膜蛋白である Protein Tyrosine 

Phosphatase of Regenerating Liver 1 (PRL1)について臨床検体をさらに追加

して解析を進めた。PRL1 は根治的前立腺全摘除術組織標本での解析において再

発症例での高発現を認め、また、CRPC や高悪性度症例での高発現を認めた。 
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